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国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る

漢
籍
収
集
の
沿
革
と
そ
の
構
成

土
　
屋
　
紀
　
義

　
は
じ
め
に
’

一、

骰
草
}
書
館
時
代
の
漢
籍
の
収
集

二
、
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
漢
籍
の
収
集

三
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
漢
籍
の
構
成

　
お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

　
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
漢
籍
ω
は
、
質
・
量
と
も
に
我
が

国
で
は
屈
指
の
内
容
で
あ
る
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
東
洋
文
庫
、
内
閣
文
庫
等
の
代
表
的
な
漢

籍
所
蔵
機
関
の
所
蔵
資
料
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
内
容

を
持
つ
。

　
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た

が
、
幸
い
に
し
て
、
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
（
国
立
国
会
図

書
館
、
昭
和
六
二
年
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
部
分
的
に
し

か
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
漢
籍

の
全
容
が
略
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
、
収
め
ら

れ
て
い
る
昭
和
五
六
年
』
二
月
末
現
在
整
理
済
み
の
資
料
の
数
は
、

二
三
、
九
四
三
タ
イ
ト
ル
、
一
．
＝
四
、
四
四
五
冊
。
そ
れ
か
ら
九
年

を
経
過
し
た
現
時
点
で
は
、
毎
年
二
、
○
○
○
か
ら
三
、
○
○
○
冊

の
中
国
語
図
書
が
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館
が

所
蔵
す
る
漢
籍
の
数
に
は
、
二
、
億
万
の
増
加
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。



　
ち
な
み
に
、
日
本
図
書
館
協
会
図
書
館
調
査
委
員
会
編
『
日
本
の

’
図
書
館
一
統
計
と
名
簿
－
』
一
九
入
九
年
版
に
よ
る
と
、
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
お
よ
び
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
は
、

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

夫
々
洋
書
を
の
ぞ
く
と
、
三
三
万
七
千
冊
、
三
七
万
三
千
冊
の
図
書

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
に
は
日
本
語
図
書
も
含
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
京
大
の
場
合
、
亀
日
本
・
西
洋
を
も
研
究
対
象
と
し
て

一
い
る
機
関
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
厳
密
な
比
較
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
り
し
か
し
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
が
、

日
本
国
内
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
う
か
が
う
一
つ
の

目
安
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
そ
の
淵
源
を
た
ど
れ
ば
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
、
現
在
も
積
極
的
な
収
集
活
動
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

資
料
群
の
形
成
の
沿
革
を
た
ど
り
、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
特
色
を

持
っ
た
構
成
が
で
き
上
っ
て
い
る
の
か
を
さ
ぐ
り
、
延
い
て
は
、
優

れ
た
資
料
群
の
形
成
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
手
掛
り
を
得
る
こ
と
を
も
目
論
だ
。

一
、
，
帝
国
図
書
館
時
代
の
漢
籍
の
収
集

・
い
う
ま
で
も
な
く
ハ
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
の
最
も
重
要
な
部

分
は
、
そ
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
帝
国
図
書
館
の
蔵
書
で
あ
る
が
、

漢
籍
に
つ
い
て
も
、
帝
国
図
書
館
時
代
に
す
で
に
優
れ
た
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
形
成
の
過
程
を
跡

づ
け
て
行
く
。

　
周
知
の
通
り
、
帝
国
図
書
館
の
そ
も
そ
も
の
淵
源
が
書
籍
館
で
、

・
そ
れ
が
さ
ら
に
東
京
書
籍
館
、
東
京
府
書
籍
館
、
東
京
図
書
館
と
変

遷
し
て
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
書
籍
館
時
代
の
蔵
書
の
大
部
分

は
、
東
京
書
籍
館
に
引
き
つ
が
れ
て
い
な
い
②
。
東
京
書
籍
館
は
、
新

だ
に
収
集
を
開
始
し
た
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
大
き
な
位
置
を
占
め

て
い
た
の
が
、
所
謂
文
部
省
交
付
本
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
旧
藩
蔵

書
が
、
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
重
要
で

あ
る
㈲
。

　
明
治
八
、
九
、
十
一
年
に
文
部
省
よ
り
交
付
さ
れ
た
和
漢
書
は
総

計
三
一
入
三
部
、
四
三
六
三
〇
冊
で
、
そ
れ
は
、
三
府
六
十
県
の
六

万
千
二
亘
二
十
部
か
ら
東
京
書
籍
館
に
必
要
な
蔵
書
と
し
て
選
ば

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ω
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
漢
籍
の
占
め
る
割
合
は
、

タ
イ
ト
ル
で
全
体
の
う
ち
の
四
分
之
一
坐
、
一
タ
イ
｝
ル
あ
た
り
の

冊
数
の
多
い
叢
書
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
正
確
な
と
こ
ろ

億
わ
か
ら
な
い
が
、
一
万
数
千
冊
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
㈲
。

　
そ
の
内
容
は
、
漢
籍
の
所
謂
四
部
分
類
の
全
分
野
に
万
遍
な
く
分

布
し
て
い
る
コ
江
戸
時
代
、
各
藩
の
学
問
は
、
中
国
の
学
問
が
そ
の

大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
需
要
に
沿
っ
て
収
集
さ

、
れ
た
資
料
群
か
ら
選
抜
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
漢
籍
と
し
て
基

本
的
な
も
の
が
お
お
む
ね
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
の
出
発
は
、
そ
の
後
百
年

以
上
に
わ
た
る
漢
籍
の
収
集
の
方
向
に
、
一
定
の
か
た
ち
を
与
え
た

」
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
も
決
定
づ
け
た
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
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だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
今
日
の
目
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、

内
閣
文
庫
所
蔵
資
料
な
ど
と
比
較
し
て
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
＼

必
ず
し
も
稀
美
本
は
多
く
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
石
川
県
、
つ
ま
り

旧
加
賀
藩
か
ら
入
っ
た
資
料
群
に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
一
群
は
、
漢
籍
の
多
さ
に
お
い
て
、
群
を
抜
い
て
い
る
（
タ
イ

ト
ル
数
に
於
い
て
旧
藩
か
ら
入
っ
だ
漢
籍
の
⊥
5
強
を
占
め
る
）
だ

け
で
な
く
、
約
百
タ
イ
ト
ル
の
地
方
誌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
．
こ
れ
ら

地
方
誌
の
中
に
は
へ
明
輝
の
地
方
誌
が
多
く
、
そ
の
中
に
稀
観
の
も

の
も
少
く
な
い
。
な
か
に
は
、
天
下
の
孤
本
も
あ
り
、
現
在
（
多
く

の
一
も
の
が
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
旧
藩
所
蔵
の
漢
籍
は
、
、
加
賀
藩
の
旧
蔵
資
料
の
よ
う
に
突
出
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

場
合
は
例
外
と
し
て
も
、
現
在
に
お
い
て
も
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

の
漢
籍
の
中
で
、
質
の
面
か
ら
も
量
の
面
か
ら
も
、
重
要
な
地
位
を

占
め
て
い
る
。

　
図
書
館
に
お
け
る
資
料
収
集
に
お
け
る
、
既
成
の
ゴ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
意
味
が
如
何
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
、
本

稿
の
行
論
に
お
い
て
い
ず
れ
明
ら
か
に
な
っ
て
行
く
が
、
そ
の
一
方

で
、
恒
常
的
な
収
集
活
動
が
な
く
て
億
、
「
全
体
と
し
て
は
片
寄
っ
た

資
料
群
の
構
成
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の

内
容
は
、
重
要
で
は
あ
る
が
後
世
に
ま
と
ま
っ
た
記
録
と
し
て
は
な

か
な
か
残
り
に
く
い
。

　
こ
こ
で
、
日
常
的
に
受
け
入
れ
る
場
合
の
一
例
を
瞥
見
し
て
お

く
。
明
治
一
二
年
（
一
入
七
九
）
四
月
九
日
目
仙
台
出
身
の
漢
学
者

三
千
初
（
一
八
三
三
～
一
九
一
四
）
が
幹
事
（
事
実
上
の
館
長
）
、
に

就
任
し
同
十
三
年
七
月
頃
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
彼
の
在
任
中
、
．
漢

籍
の
購
入
が
多
か
っ
た
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
㈹
。

　
試
み
に
当
時
の
受
け
入
れ
原
簿
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
毎
年
、
入

十
～
九
十
タ
イ
ト
ル
の
漢
籍
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
仮
り
に
此
の
ペ

ー
ス
で
十
年
間
収
集
が
続
け
ら
れ
る
と
す
る
と
、
入
百
～
九
百
タ
イ

下
ル
に
な
る
る
わ
け
で
、
東
京
書
籍
館
が
文
部
省
よ
り
交
付
さ
れ
た

漢
籍
貫
入
百
タ
イ
ト
ル
と
比
較
し
て
、
こ
の
数
字
の
持
つ
意
味
は
理

解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
帝
国
図
書
館
の
漢
籍
が
、
こ
の
よ
う
な
恒
常

的
な
収
集
活
動
に
よ
っ
て
徐
々
に
充
実
さ
れ
で
行
っ
売
と
い
う
こ

と
も
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
明
治
一
六
年
（
一
八
入
三
）
三
月
一
四
日
、
国
学
者
榊
原
芳
野
（
一

八
三
二
～
一
入
入
一
）
の
旧
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
た
。
、
一
四
八
七
点
の

う
ち
漢
籍
は
＝
二
入
点
と
数
は
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
、
旧
蔵
者
の

見
識
を
示
す
逸
品
が
多
い
。
例
え
ば
、
宋
版
『
四
韻
』
曲
亭
馬
琴
手

沢
本
『
平
飼
伝
』
、
明
刊
『
唐
墨
西
遊
記
』
な
ど
。
．
中
国
の
明
・
適
期

の
白
話
小
説
の
稀
黒
本
の
な
か
に
、
榊
原
旧
蔵
本
が
多
い
。

馳、

ｾ
治
三
十
三
年
λ
一
九
〇
〇
）
九
月
入
日
、
侯
爵
醍
醐
忠
順
（
一

入
三
〇
～
一
九
〇
〇
）
旧
蔵
本
三
九
三
部
が
寄
贈
さ
れ
た
。
内
容
は
、

大
野
分
が
国
書
で
若
干
の
漢
籍
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
ほ
と

ん
ど
が
あ
り
ふ
れ
た
和
刻
本
で
あ
る
が
、
な
か
に
天
文
版
『
論
語
』
．

が
含
ま
れ
て
お
り
、
す
で
に
明
治
年
間
に
貴
重
書
と
し
て
扱
わ
れ
て

ヒい

驕
B
漢
籍
を
専
門
に
集
め
た
．
の
で
は
な
い
蔵
書
家
の
旧
蔵
書
に
重

要
な
資
料
が
、
い
わ
ば
「
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
」
い
た
一
例
で
あ
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
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明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
七
月
一
二
日
、
京
都
円
光
寺
旧
蔵
書

　
四
〇
三
点
を
購
入
し
た
ゐ
仏
書
、
漢
籍
、
朝
鮮
本
か
ら
な
り
、
開
基

飛
軒
の
手
沢
本
約
六
十
点
（
朝
鮮
本
が
多
い
）
を
中
心
と
し
て
、
近

世
後
半
の
和
刻
本
漢
籍
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
五
山
版
『
中
州
集
』
等
の

善
本
も
多
い
。

　
　
明
治
三
三
年
（
山
九
〇
〇
）
～
三
四
年
頃
、
清
国
等
の
新
刊
書
の

受
け
入
れ
が
少
な
い
の
で
、
特
に
費
用
を
請
求
し
、
収
集
の
強
化
が

図
ら
れ
た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
か
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇

〇
）
四
月
、
当
時
清
国
留
学
生
で
あ
っ
た
後
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
、

中
国
哲
学
者
服
部
宇
之
吉
（
｝
入
六
七
～
一
九
三
九
）
を
調
査
依
頼

者
に
任
命
し
、
さ
ら
に
翌
年
七
月
、
「
支
那
書
併
独
逸
書
」
の
調
査
依

頼
者
に
重
ね
て
任
命
し
て
い
る
ω
。
こ
の
頃
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
韓

国
図
書
に
つ
い
て
も
同
様
な
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
漢
籍
に
つ
い

て
、
古
典
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
新
刊
書
に
も
目
が
向
け
ら
れ
、
さ

ら
に
朝
鮮
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
日
本

　
の
対
外
関
係
の
動
向
が
、
帝
国
図
書
館
の
収
集
活
動
に
も
一
定
の
影

響
を
与
え
て
い
た
証
佐
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
概
観
し
た
よ
う
な
経
過
を
通
じ
て
、
明
治
末
年
の
帝
国
図
書

・
館
に
所
蔵
さ
れ
る
漢
籍
は
優
れ
た
資
料
群
と
し
て
確
固
た
る
地
位

を
確
立
し
て
い
た
。

　
試
み
に
、
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
漢
籍
の
な
か

で
、
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
当
時
す
で
に
帝
国

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
目
ぼ
し
い
図
書
の
若
干
を
か
か
げ
て

み
よ
う
。

　
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
漢
籍
は
二
点
で
あ
る
。
北
宋
版
『
姓
解
』
お
よ
び
平

安
時
代
写
本
『
天
台
山
記
』
で
あ
る
。
こ
の
二
点
と
も
に
明
治
年
間

の
収
集
に
係
る
。

　
以
下
、
『
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
』
（
所
謂
「
百
万
塔
陀
羅
尼
」
）
、
春

日
版
『
成
唯
識
論
』
、
宋
版
『
大
唐
西
域
記
』
、
宋
版
『
三
図
互
註
周

r
礼
』
、
宋
版
『
春
秋
経
伝
集
解
』
、
元
版
『
悪
子
昂
詩
集
』
、
慶
長
勅
版

　
『
古
文
孝
経
』
、
古
活
字
版
『
希
書
治
要
』
等
々
、
ほ
ん
の
一
部
を
掲

げ
た
だ
け
で
も
以
上
の
通
り
で
あ
る
⑧
。

　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
の
な
か
に
は
、
所
謂
和
刻
本
漢
籍

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
最
近
、
こ
の
種
資
料
の
全
貌
を
容
易
に
一
覧
で
き
る
目
録
⑨
が
で

き
あ
が
っ
た
が
、
お
お
よ
そ
収
集
の
大
半
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の

も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
帝
国
図
書
館
漢
籍
の
基
礎

が
、
旧
藩
所
蔵
の
図
書
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
の
だ
か
ら
、
加
賀
藩
な

ど
の
よ
う
に
、
清
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
図
書
を
購
入
し
た
藩
は
別
と
」

し
て
、
多
く
の
藩
が
、
比
較
的
入
手
し
や
す
い
和
刻
本
を
入
手
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
結
果
形
成
さ
れ
た
資
料
群
に
和
刻
本
の
多
い

こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
予
想
は
、
近
年
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
県
立
図
書
館
や

地
方
の
国
立
大
学
の
漢
籍
目
録
（
こ
れ
ら
に
は
、
多
く
の
旧
藩
の
蔵

書
も
含
ま
れ
て
い
る
）
を
通
覧
す
る
と
、
和
刻
本
が
非
常
に
多
い
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
上
記
目
録
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
帝
国
図
書
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館
所
蔵
和
刻
本
漢
籍
の
特
徴
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ρ

ち
、
主
と
し
て
明
治
初
年
か
ら
十
年
代
の
末
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ

た
お
び
た
だ
し
い
数
の
和
刻
本
漢
籍
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
多
く
が
所
謂
内
務
省
交
付
本

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
指
摘
し
た
よ
う
な
特
徴
は
、
他
の
漢
籍
を
多
く

所
蔵
す
る
機
関
の
蔵
書
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
駈
の
で
あ
り
、
納
本

制
度
を
背
景
に
し
た
国
立
図
書
館
の
収
書
に
お
い
て
の
み
現
わ
れ

う
る
も
の
で
あ
ろ
う
◎

　
そ
の
後
、
大
正
年
間
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
漢

籍
収
集
と
い
う
点
で
は
、
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
、

昭
和
二
年
（
一
入
二
七
）
八
月
、
千
葉
県
の
国
分
三
三
と
い
う
人
物

よ
り
漢
籍
四
六
部
三
七
五
冊
が
寄
贈
さ
れ
る
と
い
う
記
録
が
見
え

る
の
み
で
あ
る
。

　
昭
和
十
年
代
の
後
半
に
入
る
と
、
に
わ
か
に
活
発
な
動
き
が
見
え

て
来
た
。
ま
ず
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
、
植

物
学
者
白
井
光
太
郎
（
一
入
六
三
～
一
九
三
二
）
の
旧
蔵
本
め
購
入

で
、
昭
和
十
七
年
に
か
け
て
約
六
千
冊
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
、
こ
，
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
本
草
学
関
係
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
漢
籍
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
四
部
分
類
で
、
子
部
農

家
、
医
家
に
分
類
さ
れ
る
資
料
を
中
心
に
か
な
り
の
数
の
漢
籍
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
次
い
で
昭
和
十
七
年
、
宇
宙
物
理
学
者
新
城
新
蔵
（
一
入
七
三

一
一
九
三
入
）
の
旧
蔵
書
、
二
千
数
百
点
、
約
一
万
二
千
冊
が
購
入

さ
れ
た
。
新
城
は
、
東
洋
天
文
学
史
の
研
究
に
も
画
期
的
な
業
績
を

　
残
し
た
学
者
で
あ
る
が
、
そ
の
旧
蔵
書
の
お
よ
そ
半
数
が
漢
籍
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
る
。
内
容
は
、
各
分
野
に
比
較
的
万
遍
な
ぐ
分
布
し
て
い
る
が
、
当

　
然
の
こ
と
な
が
ら
、
四
部
分
類
の
子
部
の
う
ち
の
天
文
・
算
法
お
よ

　
び
術
数
の
類
に
特
徴
が
あ
り
、
新
城
旧
蔵
書
の
受
け
入
れ
に
よ
っ

　
て
、
帝
国
図
書
館
の
こ
の
分
野
の
蔵
書
の
内
容
は
、
そ
の
面
目
を
殆

　
ん
ど
一
新
し
、
他
機
関
よ
り
抜
き
ん
出
た
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、

暦
本
の
数
で
は
国
内
随
一
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
－
新
城
旧
蔵
書
は
、
こ
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
清
朝
末
年

　
か
ら
中
華
民
国
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
資
料
を
中
心
に
、
そ
れ
ま
で
の

帝
国
図
書
館
蔵
書
の
欠
落
部
分
を
少
な
か
ら
ず
唄
め
る
と
こ
ろ
が

　
あ
る
。

　
　
さ
ら
に
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
二
二
日
、
植
物
学
者

　
伊
藤
圭
介
（
一
入
〇
三
一
一
九
〇
一
）
よ
り
孫
で
同
じ
く
植
物
学
者

　
で
あ
っ
た
篤
太
郎
（
一
八
六
五
一
一
九
四
一
）
に
襲
蔵
さ
れ
た
六
六

五
点
め
本
草
学
関
係
資
料
が
購
入
さ
れ
．
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
さ
き
に
購
入
さ
れ
た
白
井
光
太
郎
の
旧
蔵
書
と
そ
の
性
格
を
同

、
じ
く
す
る
も
の
で
、
両
々
魚
苗
っ
て
帝
国
図
書
館
所
蔵
の
本
草
学
関

・
係
資
料
の
充
実
に
貢
献
す
る
正
大
で
あ
っ
た
。

　
戦
中
よ
り
戦
後
間
も
な
く
に
か
け
て
、
こ
の
他
に
か
な
ヴ
積
極
的

に
漢
籍
が
収
集
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
成
果
は
『
国
立
国
会
図
書
館
支

部
上
野
図
書
館
和
漢
書
書
名
目
録
（
古
書
之
部
）
昭
一
入
、
一
～
昭

二
四
、
三
』
一
九
五
三
、
こ
に
よ
っ
て
一
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
時
期
、
漢
籍
に
限
ら
ず
、
日
本
の
古
典
籍
も
活
発
に
集

め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
㈹
。
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国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
漢
籍
の
う
ち
で
、
四
部
分
類
の
史
部
書
目

類
は
、
特
に
充
実
し
て
い
る
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
国
立
図
書
館
の

蔵
書
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
前
記
目
録
と
、
『
国
立
国
会

図
書
館
漢
籍
目
録
』
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
大
半
が
こ
の
時
期
に

ま
と
め
て
受
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。　

こ
れ
と
略
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
実
業
家
亀
田
候
吉
よ
り
昭
和
一

四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
に
寄
贈
さ
れ
た
債
券
を
基
金
と
し
て
古
書

九
三
点
が
購
入
さ
れ
た
。
分
野
は
特
定
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い
が
室

町
末
期
写
本
『
唐
三
体
詩
注
』
、
古
活
字
版
『
渥
般
石
蟹
』
な
ど
の
漢

籍
の
善
本
が
含
ま
れ
て
い
一
る
。
個
人
の
篤
志
に
よ
る
資
金
の
寄
贈
の

果
す
役
割
が
、
漢
籍
の
収
集
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
一
例
で
あ
る
。

二
、
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
漢
籍
の
収
集

　
太
平
洋
戦
争
の
終
結
後
、
帝
国
図
書
館
は
国
立
図
書
館
へ
と
改
称

　
　さ

れ
（
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
一
二
月
）
、
さ
ら
に
二
三
年
（
一

九
四
八
）
六
月
、
国
立
国
会
図
書
館
が
開
館
し
、
国
立
図
書
館
は
、

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
四
月
、
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
園

書
館
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
旧
帝
国
図
書
館
の
一
〇
〇
万
の
蔵
書
は
、

国
立
図
書
館
、
支
部
上
野
墨
書
館
へ
と
引
き
継
が
れ
、
発
足
問
も
な

い
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
は
蓼
蓼
た
る
も
の
で
あ
っ
た
α
D
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
昭
和
二
二
年
三
月
一
九
日
の
「
掴
会
図
書
館
法
」

の
成
立
を
受
け
て
、
新
図
書
館
の
蔵
書
収
集
の
た
め
の
作
業
が
は
じ

ま
っ
て
い
た
⑱
。
そ
の
た
め
に
計
上
さ
れ
た
費
用
は
、
当
時
の
金
額
に

し
て
約
一
千
万
円
と
言
わ
れ
て
い
る
⑬
。
そ
し
て
、
こ
の
費
用
に
よ
っ

て
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
旧
満
鉄
東
亜
経
済
調
査
局
の
蔵
書
、
お
よ

び
藤
山
雷
太
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
中
国
経
済
文
化
研
究
会
に
所

属
す
る
支
那
文
庫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
購
入
さ
れ
た
。

　
前
者
は
洋
書
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
和
漢
洋
の
資
料
を
含
み
、
そ

の
う
ち
漢
籍
だ
け
で
も
四
万
二
千
数
百
冊
に
達
し
て
い
た
q
の
。
そ
の

内
容
は
、
四
部
分
類
の
万
般
に
渡
り
、
一
般
的
な
も
の
で
も
、
例
え

ば
、
『
四
部
叢
刊
』
や
『
叢
書
集
成
』
な
ど
の
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年

代
に
刊
行
さ
れ
た
大
部
な
叢
書
は
、
在
来
の
帝
国
図
書
館
の
蔵
書
の

欠
落
部
分
を
補
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
だ
が
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

場
合
、
特
に
清
朝
中
期
以
降
を
中
心
と
す
る
地
方
誌
、
族
譜
お
よ
び

四
部
分
類
の
史
部
職
官
類
な
ら
び
に
政
書
類
に
属
す
る
資
料
、
す
な

わ
ち
、
と
く
に
継
代
の
法
律
・
政
治
・
財
政
・
経
済
に
関
連
す
る
資

料
に
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
中
華
民
国
に
入
っ
て
出
版
さ
れ
た
基
本

的
な
概
説
書
、
研
究
書
等
も
丹
念
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
急
速
に
集
め
ら
れ
た

と
見
え
、
珍
ら
し
い
本
は
余
り
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
評
も
あ
る
⑯
。

し
か
し
、
帝
国
図
書
館
に
出
来
あ
が
っ
て
い
た
漢
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
は
か
な
り
異
質
な
要
素
を
含
む
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
相
お
ぎ
な

い
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
．

　
翌
昭
和
二
三
年
、
新
発
足
の
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
っ
て
、
東
亜

研
究
所
蓄
蔵
の
漢
籍
約
二
万
入
千
冊
が
購
入
さ
れ
た
。
東
亜
研
究
所
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・
は
、
昭
和
＝
二
年
（
一
九
三
入
）
企
画
院
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
国

策
調
査
機
関
で
、
豊
富
な
運
営
資
金
を
背
景
に
ア
ジ
ア
全
域
の
調
査

を
行
な
っ
て
い
た
が
、
敗
戦
と
と
も
に
消
滅
の
道
を
た
ど
っ
た
。

　
そ
の
所
蔵
漢
籍
の
内
容
は
、
「
支
那
文
庫
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性

格
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
わ
ず
か
に
十
年
足
ら
ず
の
澗
に
三
万

冊
近
い
漢
籍
が
収
集
さ
れ
た
老
い
う
点
に
よ
っ
て
も
似
通
っ
た
特

徴
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
重
複
を

伴
な
い
つ
つ
も
、
相
お
ぎ
な
い
・
合
う
関
係
に
あ
っ
て
、
よ
り
充
実
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
東
研
本
の
購
入
価
格
は
、
当
時
の
金
額
で
約
七
十
万
円
、
当
時
の
「

一
般
的
な
評
価
に
《
ら
べ
る
と
半
額
で
入
手
で
き
た
と
言
わ
れ
て

い
る
㈹
。

　
・
以
「
上
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
ば
、
一
挙
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
漢
籍
と
し
て
は
、
そ
の
数
量
に
お
い
て
、
帝
国
図
書
館
お
よ

び
そ
の
前
史
も
含
め
て
空
前
の
こ
と
で
「
あ
り
、
恐
ら
く
は
今
後
も
あ

噂
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
資
料
群
を
受
け
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
の
意
義
は
こ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
コ
む
し
ろ
そ
れ
ら
の

性
格
の
持
つ
意
味
の
方
が
大
き
い
。

　
一
九
二
〇
年
代
頃
か
ら
日
本
の
中
国
研
究
と
く
に
そ
の
歴
史
の

研
究
に
お
い
て
、
社
会
・
経
済
史
を
重
視
す
る
傾
向
が
現
わ
れ
始
め
、

た
。
ま
た
、
従
来
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
明
・
清

時
代
の
学
問
的
な
研
究
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
．
よ
う
に
な
っ
て

来
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
於
い
て
史
料
と
し
て
重
要
な
の
が
、
一
部

の
例
外
を
除
い
て
、
従
来
余
り
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

／

だ
、
地
方
誌
、
族
譜
、
お
よ
び
所
謂
政
書
類
の
図
書
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
こ
の
頃
か
ら
、
日
中
両
国
の
大
学
等
研
究
機
関
は
、

こ
の
方
面
の
資
料
の
収
集
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
。
「
支
那
文

庫
」
、
「
東
研
本
」
丁
の
収
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
お
こ
な

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
当
時
の
帝
国
図
書
館
の
漢
籍
収
集

活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に
参
加
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
帝
国
図
書
館
に
で
き
あ
が
っ
て
い

た
漢
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
質
的
に
も
、
量
的
に
も
す
ぐ
れ
た
も

の
で
は
あ
っ
た
が
、
伝
統
的
な
中
国
研
究
に
、
す
な
わ
ち
、
思
想
、

文
学
、
古
代
史
の
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
た
配
置
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
支
那
文
庫
」
本
も
、
h
東
研
本
」
も
、
収
集
開
始
の
時
点
か
ら
見

・
て
も
、
ま
た
収
集
方
針
の
あ
り
方
か
ら
言
っ
て
も
、
帝
国
図
書
館
に

お
い
て
収
集
さ
れ
た
漢
籍
と
は
、
大
き
く
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
も
、

の
と
な
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
一

の
よ
う
に
性
格
を
異
に
す
る
資
料
群
が
合
体
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
日
の
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
漢
籍
の
広
範
囲
な
内

容
を
意
う
基
本
的
な
性
格
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
，

　
な
お
、
「
支
那
文
庫
」
及
び
「
東
男
本
」
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
手
薄
で
あ
っ
た
四
部
分
類
の
政
書
類
に
お
い
て
、
「
大
木
文
庫
㈲
」

を
擁
す
る
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
お
よ
び
東
洋
文
庫
ど
、
そ
の
数
一
畳

の
点
で
相
拮
抗
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
点
に
触
れ
て
お
い
て
も
良

か
ろ
う
。

　
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
か
け

て
、
国
語
学
者
亀
田
次
郎
（
一
入
七
六
一
一
九
四
四
〉
の
旧
蔵
書
約

＿七＿



三
、
四
〇
〇
点
が
購
入
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
は
国
語
学
関
係
の
図
書

で
あ
る
が
、
中
に
百
数
十
点
の
漢
籍
も
含
ま
れ
、
そ
の
殆
ん
ど
が
、

中
国
音
韻
学
関
係
の
図
書
で
あ
る
。
な
か
で
も
宋
代
に
成
立
し
た
中

国
の
音
韻
体
系
を
図
解
し
た
書
物
で
、
中
国
で
は
失
な
わ
れ
日
本
に

の
み
残
っ
た
『
韻
鏡
』
の
江
戸
時
代
刊
本
の
収
集
は
徹
底
的
な
も
の

で
あ
る
。

　
昭
和
二
四
年
、
（
一
九
四
九
）
七
月
＝
二
日
、
東
大
の
皮
膚
泌
尿
器
「

科
の
教
授
で
あ
っ
た
土
肥
慶
蔵
（
一
入
六
六
～
一
九
三
一
）
の
旧
蔵

書
の
購
入
が
決
ま
っ
た
。
土
肥
の
膨
大
な
旧
蔵
書
は
三
井
文
庫
に
移

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
医
学
・
本
草
関
係
が
東
大
に
入
り
、
漢
詩
文

関
係
の
三
、
四
三
四
点
七
、
入
九
入
冊
が
上
野
図
書
館
に
よ
っ
て
購

入
さ
れ
残
0
1
の
大
部
分
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

に
入
っ
た
．
上
野
図
書
館
に
入
っ
た
漢
詩
文
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

江
戸
時
代
を
中
心
と
す
る
日
本
の
漢
詩
文
集
の
集
成
と
し
て
、
国
内

に
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
は
、
必
ら

ず
し
も
漢
籍
を
中
心
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
，
し
か
し
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
性
格
か
ら
し
て
、
四
部
分
類
の
集
部
に
属
す
る
図
書
を
中
心

ど
す
る
少
な
か
ら
ぬ
漢
籍
を
含
む
。
和
刻
本
漢
籍
百
点
強
も
含
ま
れ

て
お
り
、
・
な
か
「
に
は
、
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
室
町
末
期
刊
本

も
あ
る
。

　
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
一
月
一
八
日
、
阿
波
国
文
庫
（
中
国
，

地
誌
類
」
）
購
入
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
、
漢
籍
の
古
書
犀
と
し
て
、
明
治
年
間

よ
り
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
来
た
文
求
堂
の
閉
店
に
際
し
て
、
若
干

の
資
料
が
購
入
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
中
華
民
国
大
使
館
か
ら
新
刊
面
一
、

五
〇
三
冊
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
三
入
年
に
か
け
て
浜
田
琴
海
旧

蔵
の
詩
聖
文
書
計
四
七
点
が
購
入
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
入
年
、
囲
碁
普
及
に
貢
献
の
あ
っ
た
瀬
越
憲
作
（
一
八
八

九
～
一
九
七
二
）
の
旧
蔵
書
、
約
三
二
〇
冊
が
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の

大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
後
の
日
本
の
囲
碁
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
座
く
少
数
の
漢
籍
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、
日
本
で
は
、

他
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
囲
碁
関
係
の
明
刊
本
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
特
定
分
野
の
コ
レ
ク
シ
ゴ
ン
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
う

て
、
全
般
的
な
分
野
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
大
図
書
館
で
は
通
常
の

ル
ー
ト
で
は
収
集
さ
れ
え
な
い
資
料
が
蔵
書
に
加
え
ら
れ
る
一
例

で
あ
ろ
う
。

　
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
大
韓
民
国
東
国
大
学
か
ら
高
麗
版
大

蔵
経
一
、
三
三
一
．
二
冊
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
慶
華
南
道
の
古
刹

海
印
寺
に
現
存
す
る
版
木
に
よ
っ
て
増
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
高
麗
版

は
、
漢
訳
仏
典
の
集
成
で
あ
み
大
蔵
経
の
難
癖
の
な
か
で
も
特
に
す

－
ぐ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
一
一
月
、
新
潟
県
新
発
田
で
代
々
医

家
を
営
ん
だ
長
谷
川
家
母
蔵
の
古
医
書
三
二
二
点
一
、
六
〇
〇
冊
が

」
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
和
刻
本
を
中
心
と
す
る
漢
方
医
学

関
係
の
漢
籍
約
七
〇
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
帝
国
図
書
館
時
代
以
来

の
漢
方
医
学
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
げ
加
え
る
と
こ
ろ
が
大

＿八＿



き
い
。
ま
た
慶
長
年
間
刊
の
古
活
字
版
二
点
を
含
み
貴
重
書
の
指
定

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
頃
を
最
後
に
、
漢
籍
の
う
ち
の
所
謂
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、

ま
と
ま
っ
た
収
集
は
停
止
し
て
い
る
。
例
年
、
平
均
す
る
と
二
、
三

点
の
資
料
が
従
来
の
蔵
書
の
欠
落
部
分
を
補
う
か
た
ち
で
購
入
さ

れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
種
資
料
の
現
状
か
ら
し
て

も
必
然
の
な
り
行
き
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
収
集
は
、
専

ら
中
国
本
土
、
台
湾
、
香
港
の
新
刊
書
に
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
方
面
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
発
足
後
、
外
国

語
資
料
収
集
の
一
環
と
し
て
力
が
注
が
れ
、
国
内
で
も
有
数
の
資
料

群
が
で
き
上
っ
て
い
る
。
そ
の
全
容
は
、
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目

録
』
「
新
学
部
」
、
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
最
後
に
、
次
の
三
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
言
及
し
て
お
く
。
㌔

　
枢
密
顧
問
官
有
松
英
義
（
一
八
六
三
～
一
九
二
七
）
旧
弊
の
千
数

百
冊
。
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
入
）
衆
議
院
よ
り
移
管
さ
れ
、
国
会

分
館
に
お
い
て
長
く
保
管
興
れ
、
最
近
本
館
に
移
さ
れ
た
。
『
皇
清
旧

藩
』
、
官
権
局
本
の
「
二
十
四
史
上
津
藩
脩
道
館
版
の
『
資
治
通
鑑
』

等
大
部
な
も
の
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍

目
録
』
に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
み
え
な
い
和
刻
本
若
干
を

含
む
。
そ
の
内
容
は
、
衆
議
院
図
書
館
編
『
衆
議
院
図
書
館
所
蔵
有

松
文
庫
図
書
目
録
』
（
昭
和
入
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
陸
軍
文
庫
」
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
資
料
群
。
「
参
謀
本
部
文
庫
」
、

「
陸
軍
文
庫
」
の
旧
記
が
あ
る
。
和
古
書
・
漢
籍
か
ら
な
る
が
、
漢
籍

だ
け
で
も
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は
二
百
タ
イ
ト
ル
近
く
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
地
方
誌
、
法
律
、
軍
事
関
係
の
図
書
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
漢
籍
の
う
ち
、
地
方
誌
を
中
心
に
六
十
タ
イ
ト
ル
程
の
整
理
が
す

で
に
終
っ
て
、
最
近
整
理
さ
れ
た
若
干
の
も
の
を
除
い
て
、
大
部
分

は
、
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
に
収
録
ず
み
で
あ
る
。

　
「
佐
野
文
庫
」
と
仮
称
さ
れ
る
資
料
群
。
太
平
洋
戦
争
末
期
に
外
務

省
の
佐
野
某
氏
の
斡
旋
に
よ
り
帝
国
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
入
月
に
作
成
さ
れ
た
業
務
用

の
仮
目
録
に
よ
る
と
五
百
タ
イ
ト
ル
弱
、
約
七
千
冊
。
主
と
し
て
乾

隆
年
間
（
一
七
三
五
～
一
七
九
五
）
以
降
の
中
国
刊
本
か
ら
な
り
、
層

各
分
野
の
基
本
的
な
文
献
が
、
通
行
本
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
立
国
会
図
書
館
の
在
来
の
蔵
書
と

重
複
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
だ
未
整
理
の
部
分
が
か
な
り
あ
．

る
が
、
整
理
ず
み
の
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
『
国
立
国
会

図
書
館
漢
籍
目
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
汐
入
年
（
一
九
四
三
）
六
月
、
当
時
の
駐
中
華
民
国
大
使
田

尻
愛
義
か
ら
、
六
五
五
部
、
九
二
入
書
冊
の
漢
籍
が
寄
贈
さ
れ
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
⑯
。
こ
れ
と
「
佐
野
文
庫
焔
資
料
は
同
」
の
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
が
、
受
け
入
れ
た
資
料
の

数
字
に
食
い
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
断
定
を
避
け
て
、
後
考
に
待

ち
た
い
。

＿九＿



三
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
漢
籍
の
構
成

　
以
上
概
観
し
て
来
た
よ
う
な
経
過
を
経
て
形
成
さ
れ
て
来
た
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
が
ど
の
よ
う
な
構
成
を
持
つ
の
か
、
幾

つ
か
の
観
点
か
ら
見
て
行
こ
う
。

　
ま
ず
、
，
所
謂
善
本
の
数
か
ら
見
る
走
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に

見
た
よ
う
に
二
件
の
重
要
文
化
財
を
所
蔵
し
、
二
十
点
以
上
の
三
元

版
を
所
蔵
し
、
明
版
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
ぐ
、
そ
の
な
か
に
は
少
な

か
ら
ぬ
稀
観
本
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
仏
典
の
古
刊
本
、
古
写
本
を

は
じ
め
と
し
て
、
五
山
二
等
の
室
町
時
代
刊
本
も
か
な
り
所
蔵
さ

れ
、
近
世
初
期
の
古
活
字
版
に
関
し
て
は
、
国
内
有
数
の
点
数
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
他
の
主
要
機
関
と
較
べ
て
み
る

と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
国
の
機
関
で
あ
る
内
閣
文
庫
、
宮
内
庁

書
陵
部
の
所
蔵
資
料
と
の
比
較
だ
け
で
も
、
善
本
と
い
う
点
で
は
は

る
か
に
お
よ
ば
な
い
。
徳
川
一
代
の
漢
籍
収
集
の
粋
を
集
め
た
内
閣

文
庫
所
蔵
資
料
、
お
よ
び
そ
の
な
か
で
も
優
れ
た
も
の
を
抜
き
出
し

て
移
管
き
れ
た
宮
内
庁
書
陵
部
の
所
蔵
資
料
と
比
較
し
て
、
旧
藩
蔵

書
な
ど
の
応
援
の
あ
っ
た
も
の
の
、
型
紙
に
近
い
状
態
か
ら
出
版
し

た
帝
国
図
書
館
の
蔵
書
と
で
は
比
較
に
な
ち
な
い
の
は
当
然
か
も

し
れ
な
い
。
一
方
、
近
代
に
な
っ
て
収
集
の
始
ま
っ
た
東
洋
文
庫
、

静
嘉
堂
文
庫
の
資
料
と
く
ら
べ
て
も
善
本
と
い
う
点
で
は
遠
く
及

ば
な
い
。

　
こ
の
点
で
、
国
立
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料
購
入
費
の
裏
付
け

が
欠
け
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
．
あ
る
い
は
乏
し
い
予
算
の

中
か
ら
今
日
あ
る
資
料
群
を
作
り
あ
げ
て
行
っ
た
、
と
り
わ
け
帝
国

図
書
館
時
代
の
先
人
め
努
力
に
敬
意
を
表
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
⑲
。

　
つ
ぎ
に
、
数
字
の
面
か
ら
見
て
ど
の
分
野
が
「
強
」
い
の
か
ま
た
、

大
ま
か
に
言
っ
て
ど
の
分
野
が
「
弱
」
い
の
か
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

左
に
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
収
録
資
料
の
大
ま
か
な
分
野

別
タ
イ
ト
ル
数
、
冊
数
を
掲
げ
る
⑳
。

新叢集戦史経
学書幹部部部
転部

九　　二四五一 タ
、　　　　　　　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、

齊l九五五三
イ
ト

一七一二五五 ル

四五西六七七 数

一四二三入一 冊
四七一四四二、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　、　　　　　、

〇五一七六二
五九四七二四 牡

馬九六〇七六
冒

　
こ
の
な
か
で
、
新
学
部
を
除
い
て
タ
イ
ト
ル
数
が
多
い
の
は
、
史

部
と
子
部
で
あ
る
。
こ
の
二
部
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
下
位
の
分
類
に

お
け
る
タ
イ
ト
ル
数
の
多
い
と
こ
ろ
を
見
て
み
る
⑳
と
ま
ず
史
部
に

お
い
て
は
地
理
類
が
二
一
九
一
タ
イ
ト
ル
、
伝
記
類
が
七
三
〇
タ
イ
、

ト
ル
、
政
書
類
が
入
七
七
タ
イ
ト
ル
、
書
目
録
が
四
七
一
タ
イ
ト
ル

と
、
他
類
に
抜
き
ん
で
て
お
り
、
三
二
類
に
つ
い
て
は
、
地
志
之
属

が
一
五
」
三
タ
イ
ト
ル
、
家
乗
之
属
（
即
ち
族
譜
）
が
四
〇
四
タ
イ

二6［



ト
ル
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
い
る
。
子
部
に
お
い
て
は
、
芸
術
類
一
、

一
七
入
タ
イ
ト
’
ル
、
釈
家
類
書
一
九
タ
イ
ト
ル
、
医
家
密
雲
三
五
タ

イ
ト
ル
等
が
目
ぼ
し
い
数
字
で
あ
る
．
こ
こ
で
芸
術
類
の
数
字
が
極

端
に
多
い
の
は
、
町
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
法

帖
の
複
製
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
前
々
節

で
指
摘
し
た
納
本
図
書
館
の
収
集
資
料
の
性
格
が
反
映
売
れ
て
い

る
。
釈
家
類
、
医
家
類
も
全
般
的
に
資
料
を
集
め
て
い
る
図
書
館
と
・

し
て
は
数
は
多
く
、
天
文
学
法
類
、
術
数
類
の
合
計
三
三
三
タ
イ
ト

ル
は
数
字
と
し
て
は
多
く
ば
な
い
が
、
こ
れ
を
他
機
関
の
類
似
資
料

の
数
と
較
べ
る
と
断
然
多
い
。

　
以
上
要
す
る
に
、
数
字
の
上
か
ら
も
、
前
節
、
前
々
節
で
見
て
き

た
収
集
の
事
情
が
数
字
の
上
か
ら
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。
と

り
わ
け
大
き
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
が
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
．

ン
の
特
徴
を
な
す
分
野
に
お
い
て
、
従
来
手
薄
で
あ
っ
た
部
分
で
、

穴
う
め
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
気
に
充
実
し
た
分
野
へ
と
変
え

て
し
ま
う
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。

　
三
部
の
資
料
が
一
、
三
五
七
タ
イ
ト
ル
と
少
な
い
の
は
、
元
来
こ

の
方
面
の
資
料
の
タ
イ
ト
ル
が
少
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ど
こ

の
機
関
の
漢
籍
目
録
に
も
共
通
の
こ
と
で
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館

の
蔵
書
に
特
有
の
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
集
部
の
数
字
が
二
、

九
一
四
と
比
較
的
少
な
い
の
は
、
明
ら
か
に
、
こ
の
分
野
に
お
い
て

手
薄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
元
来
、
集
部
に
分
類
さ
れ
る
資
料
は
、
．

他
の
分
野
に
較
べ
て
は
る
か
に
多
い
の
が
通
例
で
あ
る
伽
。
し
た
が

っ
て
全
般
的
に
網
羅
的
に
収
集
さ
れ
て
い
れ
ば
集
部
に
分
類
さ
れ

る
資
料
の
数
が
他
の
分
野
に
較
べ
て
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
、

　
つ
い
で
、
新
学
部
の
九
、
一
一
四
タ
イ
ト
ル
、
一
四
、
〇
五
七
冊

と
い
う
数
字
も
余
レ
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
七
、
『
国
立
国
会

図
書
館
漢
籍
目
録
』
に
ば
中
華
民
国
以
降
、
近
年
に
至
る
ま
で
に
出

版
さ
れ
た
古
典
の
注
釈
書
の
た
ぐ
い
は
す
べ
て
四
部
分
類
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
近
代
的
な
洋
装
本
の
数
は
、
こ
の
数
字
を
は
る

か
に
上
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
十
年
来
出
版
さ
れ

て
い
る
こ
の
種
の
選
書
の
数
に
較
べ
て
、
活
発
な
収
集
活
動
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
充
分
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
和
古
書
を
除
い
て
、
ど
の
く
ら
い
・
の
冊
数
の
日
本
語
資
料
が
あ

れ
ば
、
国
外
に
あ
っ
て
日
本
研
究
が
可
能
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
，
お
の
ず
か
ら
問
題
の
所
在
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
「
数
字
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
類
に
つ
炉
て
、
そ
の

一
一
の
充
足
度
の
検
討
を
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
余
り
に
も
繁
雑
に
わ
た
る
の

で
、
こ
こ
で
は
、
大
ざ
ρ
ぱ
な
分
類
に
つ
い
て
の
検
討
に
と
ど
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
ご

お
　
わ
　
り
　
に

　
今
後
の
漢
籍
収
集
は
ど
う
い
う
方
向
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
所

謂
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
書
誌
学
的
に
意
義
の
あ
る
極
く
少
数
の
資

料
を
受
け
入
れ
、
専
ら
新
刊
書
の
収
集
に
力
点
を
置
く
と
い
う
現
在

の
収
集
の
や
り
方
は
、
当
分
の
間
続
く
で
る
ろ
う
。
そ
し
て
、
将
来

は
、
図
書
か
ら
非
図
書
資
料
へ
と
収
集
の
重
点
が
移
り
、
そ
め
よ
う

　　m　ニー



な
段
階
で
は
そ
も
そ
も
「
漢
籍
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
死
語
と
な
、
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
さ
し
当
っ
て
の
課
題
と
し
て
は
、
一
年
夏
二
千
⊥
二
千
冊
と

い
う
収
集
の
量
が
充
分
な
も
の
で
、
将
来
の
需
要
に
応
え
得
る
も
の

で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
調
。
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で

の
長
い
漢
籍
収
集
の
過
程
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
が
汲
み
と
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
多
く
の
先
行
の
業
績
を
手
が
か
り
に
、
漢
籍
収
集
と
そ

の
成
果
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
概
括
で
き
る

の
か
と
い
う
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
試
み
が
、
注
に
引

用
し
た
文
献
を
は
じ
め
、
多
く
の
骨
の
折
れ
る
作
業
の
成
果
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述

べ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

注ω
　
こ
こ
に
所
謂
「
漢
籍
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
意
味
を
は
っ
き

　
り
さ
せ
て
お
く
。
「
漢
籍
」
と
い
う
場
合
、
一
般
的
に
言
え
ば
中

　
国
語
で
書
か
れ
た
書
物
を
指
す
わ
け
で
あ
る
が
、
狭
義
の
用
法

　
と
広
義
の
用
法
が
あ
る
。
狭
義
に
は
、
清
朝
以
前
に
成
立
し
た
、

　
形
態
か
ら
い
う
と
、
原
則
と
し
て
線
装
本
（
和
と
じ
の
本
）
の

　
資
料
を
指
す
。
．
中
国
語
で
は
こ
れ
を
「
古
籍
」
と
言
う
。
中
国

　
の
大
図
書
館
で
は
、
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
資
料
群
が
一
ま

　
と
ま
り
と
な
っ
て
、
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
広
義
に
は
、

　
－
中
華
民
国
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
中
国
語
で
書
か
れ
た
図
書

　
　
の
す
べ
て
を
も
含
む
。
本
稿
で
は
、
「
漢
籍
」
と
言
う
場
合
、
広

　
義
の
意
味
を
採
用
し
て
い
る
。
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』

　
は
、
広
義
の
意
味
に
も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
（
な
お
中

　
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
日
本
人
に
よ
っ
て
所

　
謂
漢
文
で
書
か
れ
た
書
物
等
は
対
象
外
で
あ
る
。
）

　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
長
沢
規
矩
也
「
わ
が
国
に
お
け
る
漢
籍

　
　
の
翻
刻
」
（
『
長
沢
規
矩
也
著
作
集
』
第
二
巻
、
今
古
書
院
、
一

　
九
入
二
、
．
所
収
）
を
参
照
。
な
お
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
漢

　
籍
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
百
科
編
集
委
忍
会
編
『
国

　
立
国
会
図
書
館
百
科
』
（
出
版
ニ
ュ
：
ス
社
、
一
九
入
筆
、
九
。

　
二
刷
）
の
漢
籍
関
連
の
各
項
目
が
、
概
略
を
知
る
た
め
の
手
が

　
か
り
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
各
項
に
引
か
れ
て
い
る
文
献
が
、

　
参
考
文
献
と
し
て
役
に
立
つ
。

，
②
　
岡
田
温
「
旧
上
野
図
書
館
の
収
集
方
針
と
そ
の
蔵
書
」
（
『
図

　
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
恥
5
、
一
九
六
一
、
一
二
と
九
九
頁
。

㈲
　
旧
藩
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
西
村
正
守
、
佐
野
力
「
東
京
書
籍

　
館
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書
の
収
集
」
（
『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』

　
M
1
5
、
▼
一
九
七
三
、
二
）
が
基
本
的
な
文
献
で
あ
る
。
本
稿
の

　
旧
藩
蔵
書
に
関
す
る
記
述
は
、
本
論
文
に
依
拠
じ
て
い
る
。
本

　
論
文
の
第
二
部
「
交
付
書
目
」
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
旧
藩
か
ら

　
何
と
い
う
書
物
が
文
部
省
か
ら
交
付
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
全
貌

　
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　一　三一



㈲
　
前
掲
、
西
村
、
佐
野
論
文
、
五
頁
。

㈲
　
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
前
掲
西
村
、
佐
野
論
文
、
第
二
部
「
交

　
付
書
目
」
に
拠
っ
て
推
定
し
た
。
こ
の
書
目
に
は
必
ず
し
も
全

　
資
料
に
つ
い
て
冊
数
が
示
さ
れ
て
．
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

　
こ
れ
に
よ
っ
て
冊
数
を
算
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

⑥
　
陶
山
国
見
「
蔵
書
構
成
の
実
態
調
査
及
び
そ
の
評
価
計
画
に

　
つ
い
て
」
（
『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
M
1
6
、
一
九
七
四
、
一

　
二
）
の
資
料
一
「
収
書
業
務
年
表
（
明
治
八
～
昭
和
四
脚
、
三
）
」

　
一
頁
。
な
お
こ
の
「
収
書
業
務
年
表
」
は
書
籍
館
以
来
の
収
集

　
活
動
全
般
を
知
る
た
め
の
基
本
資
料
で
あ
り
、
本
稿
も
こ
れ
に

　
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
各
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
入
年
月
の
デ

　
ー
タ
は
本
年
表
に
よ
る
。
な
お
岡
に
つ
い
て
は
中
田
吉
信
「
岡

　
千
三
と
三
三
」
（
『
参
考
書
誌
研
究
』
＝
二
号
、
一
九
七
六
〇
、
入

　
一
～
一
二
頁
V
、
を
参
照
。
．

ω
　
前
掲
、
陶
山
論
文
、
－
資
料
二
頁
、
及
び
一
入
頁
。

㈲
　
明
治
末
年
の
帝
国
図
書
館
の
貴
重
図
書
を
知
る
た
め
に
、
次

　
の
文
献
が
役
に
立
つ
。
西
村
竹
間
「
帝
国
図
書
館
貴
重
図
書
梗

　
概
」
（
『
図
書
館
雑
誌
』
第
三
号
～
四
号
、
六
号
～
七
号
、
九
号
、

　
十
一
号
、
十
六
号
、
明
治
四
一
年
六
月
～
大
正
元
年
十
二
月
）
、

　
同
「
帝
国
図
書
館
貴
重
図
書
梗
概
補
遺
」
（
『
図
書
館
雑
誌
』
第

　
十
七
号
、
大
正
二
年
五
月
）
。
本
論
文
は
、
「
古
版
之
部
一
三
年
明

　
な
る
も
の
」
、
「
古
版
之
部
二
二
年
分
明
な
ら
ざ
る
も
の
」
、
「
支
那
朝
鮮
古
版

　
之
部
」
、
「
古
写
経
之
部
」
、
「
古
写
本
之
部
」
、
「
本
邦
古
版
之
部
」

　
等
の
順
で
掲
載
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
漢
籍
仏
典

　
で
あ
る
。

働
　
西
田
元
子
、
牛
久
敬
子
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
和
刻
本
漢

　
籍
目
録
稿
」
e
～
㈹
（
『
ア
ジ
ア
資
料
通
報
』
、
二
七
巻
一
一
号
亀

　
ザ
ニ
八
巻
九
号
、
　
一
九
九
〇
、
二
～
，
一
九
九
〇
、
　
一
二
）

⑩
　
そ
の
一
端
を
反
町
茂
雄
『
一
古
書
騨
の
思
い
出
』
第
三
巻
（
平

　
凡
社
、
一
九
入
側
）
九
四
頁
の
記
述
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
新
発
足
の
国
立
国
会
図
書
館
の
中
国
資
料
室
所
蔵
の
資
料

　
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
見
よ
う
と
意
気
込
ん
で
上
京

　
七
て
き
た
京
都
の
中
国
研
究
者
た
ち
が
、
あ
ま
り
の
貧
弱
さ
に

　
あ
き
れ
て
帰
っ
て
言
っ
た
と
言
う
。
昭
和
二
三
年
八
月
に
国
立

　
国
会
図
書
館
に
入
館
し
、
中
国
資
料
室
に
所
属
し
、
昭
和
二
九

・
年
に
辞
職
し
た
元
大
阪
市
立
大
学
教
授
中
山
入
郎
氏
の
談
（
一

　
九
九
〇
年
十
二
月
二
三
日
）
。
，

切
　
こ
の
間
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
岡
田
温
、
山
下
信
庸
、

　
．
植
村
長
三
郎
、
斉
藤
毅
、
ふ
林
宗
三
郎
「
国
立
国
会
図
書
館
草

　
創
期
の
収
集
（
縦
距
同
研
究
）
」
（
『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
M
五
、

　
　
一
九
六
一
、
一
二
、
二
＝
二
～
二
三
〇
頁
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
コ

．
㈲
　
前
掲
、
岡
田
温
等
論
文
　
二
一
入
墨

⑳
　
『
国
立
国
会
図
書
館
年
報
』
一
九
四
九
年
版
に
は
、
漢
籍
の
数

　
　
「
約
五
二
、
○
○
○
冊
」
と
あ
る
が
、
『
国
立
国
会
図
書
館
百
科
』

　
の
「
支
那
文
庫
」
の
項
に
は
三
三
、
・
六
二
四
冊
と
あ
る
。
収
集

　
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
の
『
図
書
原
簿
』
の

　　一　三r



　
M
1
1
か
ら
M
2
8
に
か
け
て
、
「
中
国
文
庫
」
と
い
う
印
を
付
せ
ら

　
れ
た
一
群
の
資
料
が
、
一
連
の
通
し
番
号
に
従
っ
て
収
め
ら
れ
「

　
て
い
る
。
こ
れ
が
「
支
那
文
庫
」
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

　
な
い
。
こ
の
原
簿
に
よ
っ
て
算
定
す
る
と
、
漢
籍
の
数
は
、
四

　
万
二
千
数
百
冊
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
数

　
字
を
採
用
し
た
。

㈲
　
前
掲
三
三
と
同
じ
く
、
中
山
八
郎
氏
の
談
に
よ
る
。

㈹
　
衆
議
院
図
書
館
委
員
会
に
お
け
る
金
森
国
立
国
会
図
書
館

　
長
の
答
弁
に
よ
る
。
一
九
四
九
年
＝
月
一
九
日
。
な
お
、
こ

　
の
時
の
質
疑
応
答
か
ら
、
東
研
本
の
購
入
に
関
し
て
か
な
り
の

　
異
論
の
存
在
し
た
こ
ど
が
う
か
が
え
る
。

㈲
　
戦
前
中
国
に
あ
っ
て
永
年
法
律
実
務
に
た
ず
さ
わ
り
、
か
つ

　
漢
籍
の
収
集
に
も
生
涯
を
か
け
た
大
木
幹
一
の
旧
蔵
書
。

㈹
　
前
掲
、
陶
山
論
文
「
年
表
」
四
頁

㈲
　
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
岡
田
温
「
旧
上
野
図

　
書
館
の
収
書
方
針
と
そ
の
蔵
書
」
二
〇
五
頁
以
下
が
参
考
に
な

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

⑳
　
こ
の
数
字
億
A
安
田
健
「
漢
籍
目
録
の
刊
行
」
（
『
青
山
1
1
国
会

　
図
書
館
月
報
』
三
一
六
号
、
一
九
入
詞
、
七
）
四
頁
の
「
別
表

　
1
　
漢
籍
目
録
デ
ー
タ
表
」
に
よ
る
。

⑳
前
掲
安
田
論
文
の
デ
ー
タ
表
の
基
礎
と
な
つ
允
安
田
旧
作

　
製
の
詳
細
な
デ
ー
タ
表
に
よ
る
。

⑳
　
こ
の
点
は
、
郡
三
三
撰
・
郡
章
続
録
『
増
訂
四
聖
簡
明
目
録

　
標
注
』
や
玉
殿
思
屈
『
封
書
偶
記
』
な
ど
を
通
覧
す
る
と
良
く

　
わ
か
る
。

㈱
　
参
考
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
図
書
館
に
お
け
る
中
国

　
語
資
料
の
一
年
間
の
増
加
冊
数
（
一
九
入
七
年
七
月
一
日
か
ら

　
一
九
入
入
学
六
月
三
〇
日
ま
で
の
）
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

　
ハ
レ
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
　
　
一
二
、
九
〇
入
山

　
議
会
図
書
館
　
　
　
　
一
二
、
七
〇
二
冊

　
エ
ー
ル
大
学
　
　
　
．
　
一
一
、
五
一
六
冊
　
　
　
　
　
、

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
一
入
二
冊

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
　
七
、
〇
七
一
冊

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
　
　
六
、
二
四
六
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
バ
ー
ク
レ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
六
、
　
一
入
九
冊

　
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
　
　
六
、
一
ご
一
冊

　
へ
．
O
O
目
日
津
叶
Φ
Φ
O
昌
国
鋤
ω
け
》
ω
貯
昌
い
ま
同
国
鼠
O
ω
b
d
O
嵩
Φ
け
ド
．
．
昌
O
・

　
。
。
ρ
司
①
び
・
H
⑩
。
。
㊤
・
b
・
藤
O
日
四
窪
①
ω
・
に
よ
る
。

付
，
記

本
稿
作
製
に
あ
た
っ
て
、
所
要
資
料
の
多
く
に
つ
い
て
馬
場
萬

三
三
の
教
示
を
得
た
。
ま
た
安
田
健
氏
か
ら
は
、
デ
ー
タ
表
の

利
用
を
許
さ
れ
た
。
中
山
入
郎
氏
は
、
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
割
き

質
問
に
回
し
て
下
さ
っ
た
。
「
こ
こ
に
記
七
て
謝
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ち
や
・
の
り
よ
し
　
参
考
課
）

一
、
西一


